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1 は じ め に

ネギ移植作業の省力化には、首を人力補給する半自動

移植機が利用されて久しい。近年は専用のセル トレイや

連続紙筒で育苗し、より効率よく移植する方式も導入さ

れている。半自動移植では、苗採り時に苗を選別できる

ため、揃つた苗を移植できるのに対し、専用育苗容器で

の育苗では、苗の選別ができない。そのため、揃った苗

を作ること、すなわち出芽時から揃いが良いことが求め

らオιる。

そこで、出芽の揃いが収穫物に及ぼす影響を評価する

とともに、育苗時の各種要因が出芽揃いに及ぼす影響に

ついて検討した。

2試 験 方 法

(1)出芽の揃いが収穫物に及ぼす影響

220穴 セル トレイ (み のる産業株式会社製、10× 22

穴)を用い、同時に出芽した苗と、播種、出芽が不揃い

な苗を人為的に作出し、収穫物への影響を比較した。

4月 7日 に1セ ル2粒播種のもの (全セル同時播種)と 、

1セ ル1粒播種のもの、1セルおきに2粒播種のものを設定

した。10日 後の4月 17日 に、1セル1粒のものにはもう1粒

を播種し (セ ル内不揃い処理)、 1セルおきに播種した

ものには、空いているセルに2粒ずつ播種し (セ ル間不

揃い処理)、 以上の3処理を行つた。これらを農試ガラ

ス温室で育苗し、5月 29日 、2反復乱塊法で定植 した。な

お、セル問処理の定植は、出芽時期が異なるものが隣り

合うように手作業で行つた。収穫はH月 18日 に行い、調

製後調査した。

供試品種は夏扇4号。秋田農試ほ場 (普通非アロフェ

ン質黒ボク土)で栽培。栽植様式は畝幅100cn、 セル間隔

6cm(1セル2本 m‐ 、m当 たり333本 )、 手植え。移植後

の管理は農試慣行で行つた。

(2)育苗時の各種要因が出芽率に及ぼす影響

一斉出芽を阻害する原因として考えられる各種要因の

影響度を明らかにするため、次の要因、水準で出芽試験

を行つた。

要因 :     水準

種子 ;大 (百粒重 254ng)、 小 (同 2241ng)

温度 ;25℃ (やや高め)、 15℃ (発芽適温の下限)

播種深度 :5mm(慣行)、 15n n(やや深い)

施肥 ;無、有(水代わりに液肥200倍液使用―EC2 01nS/cm)

水分 ;適湿 (十分かん水し、重力水を流し去った状態)

過湿 (同 上、流さない状態)

育苗上 :砂 (ネ ギ栽培ほ場)、 土 (市販粒状育苗土)

以上6要因を、L16直行表に富1り 付けし、H月 17日 に

播種し、通常栽培で出芽が認められる播種6日 後のH月

23日 の出芽数に及ぼす要因効果を検討した。

11月 7日 に発芽率確認 (100粒 中99粒)済み夏扇4号の

裸種子を用い、ステンレス容器 (10× 6× 6cm)に育苗土

180ccを 入れ、かん水後、 1容器25粒を5× 5粒の平方状

に播種し、表面をラップで覆い、設定温度の恒温器に入

れた。なお、種子の大小は、種子幅1 81unを境にした。

育苗上は砂と、市販粒状育苗土 (げんきくん一号)の肥

料分を水で流して供試した。

3 試験結果および考察

(1)出 芽の揃いが収穫物に及ぼす影響

2粒同時に出芽した区では、調製重がほぼ同一規格に

収束する傾向が見られた。10日 遅く播種したものは、出

芽も10日 遅れた。出芽時期の違 うものを交互に移植 した

場合、調製重は二極に分散し (図 1)、 出芽時期による

調製重には有意差が見られた (表 1)。 主要規格に合致

するL、 2L品 の合計は、同時に播種・出芽した場合に比

べ、出芽を不揃いにした2処理とも大幅に少なくなつた

(表 1)。

(2)育苗時の各種要因が出芽率に及ぼす影響

-205-



東 北 農 業 研 究  第 57号 (211114)

播種6日 後の出芽率には、土壌水分、温度、播種深度、

種子の大きさが有意に関与していた (図 2)。 ネギの出

芽率が最も高くなる要因と水準の最適組合せは、種子―

大、温度-25℃ 、播種深度-5 mm、 土壌水分一適湿の場

合で、この時の出芽率期待値は95%と なつた。

以上のことから、ネギは出芽が揃わないと、収穫物も

不揃いになることが明ら力ヽ こなった。特に同一セル内で

生育が不揃いだと、より差が大きくなつた。

(3)考察

1又穫物の不揃いは、規格品害1合 を低下させると同時に、

調製作業を煩雑にする。栽培作業全体から考えると、移

植の省力化のために導入したシステムが、出芽が不揃い

なことで、全体の作業性を落とすことにつながる。

そのためにも一斉に出芽する条件を明らかにすること

が重要であつたが、ネギ出芽に関する好適条件の検討は、

単一の要因についてのみ実験されることがほとんどで、

各種要因の影響度を明ら力哺こしたものはなかった。今回、

多要因を同時に実験し、主要な要因が温度と土壌水分要

因であることを明らかにした。

4ま と め

ネギのセル トレイ育苗では、出芽が不揃いだと個体間

に生じた生育差は収穫時まで影響する。そのため、揃っ

たネギを生産するためには、出芽から揃うことが重要で

ある。そこで、育苗時の各種要因が出芽の揃いに及ぼす

影響を調べたところ、播種6日 後の出芽率には温度、土

壊水分、播種深度、種子の大きさが有意に関与しており、

各要因の最適組合せでの出芽率は95%と 推定された。特

に温度 (15℃に対して25℃ )、 土壊水分 (過湿に対して

適湿)の影響が大きく、これらに注意することで、高い

出芽揃いが得られると考えられ、今後の省力安定生産の

ために、現場での応用が期待される。

表1 処理、播種期による収穫物の違い

播種日
調製重   収 量

平均 sd(う ちL,2L品 )

(g) (g)  (g/ぽ )

図1 播種時処理と調製重の度数分布

鵡 **

lSc 避

＾
Ｓ
）
“
昴

＝
ヽ
８

Ｎ

Ｏ
，

Ｎ
１
０
Ｎ
Ｎ

Ｏ
一
］
１
０
０
Ｗ

０
０
Ｎ
１
〇
一

一
　
　

‐

０
∞

）
１
０
〇

一
　
一
里製調

０
〇

一
―
一
一

一

０
一

一
１
０
Ｎ

一

Ｏ
Ｎ
一
１
０
〇

一

榛
業
８

一

°●し鶴
珈

ヽ
摯
＼
、

∞

”

１０

０

抑

力

判

？
桶
Ｓ
蒸
理
Ｓ
轟
黎

∞

∞

∫ ]

0

2粒同時  4月 7日  164 21

セル間10日  1月 メ : 遇:  舅

セル内 10日
 1月 」 : 1話   翼

5,242@,965)

5,644(3,087)

5, 319 (3, 379)

種 子 温 度 ホ躙 深 勝 水 分 培 地

要 因

図2 出芽に関する要因の影響度と、水準間の差

(*料、*、 nsはそれぞれ01、 5%水準で有意、有意

差なしを示す)

注)調製重はセル間、セル内とも、

有意差 (1%水準)力 認`められた
播種期の違いによる

L■と二■笙J=種 し 1,日 後に再び1拉 を■■したもの
|

奎セルとも2拉 同

に播通 したもの
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